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研究成果の概要： 動詞が比喩的に解釈される文（動詞比喩）の理解に際し、どのような情報

が利用されるかを明らかにし、理解プロセスを解明するため研究を行った。研究１では、動詞

の語義の脱曖昧化に対して名詞句の語順が影響を与えることを示した。実験では、同じ動詞と

名詞句から構成される文について、名詞句の語順が異なる 2 つの文を用意し、それぞれの文に

おいて動詞が字義通りの意味に感じられるか比喩的な意味に感じられるかを選択させた。その

結果、名詞句の語順の違いによって，動詞が比喩的な意味へと解釈される傾向の強さに差が生

じることが示された．さらに、より意味が抽象的であり多様な用法を持つ動詞の方が，そうで

ない動詞に比べて，このような動詞の意味の脱曖昧化に対する語順の影響が強いことが明らか

になった．また、いくつかの動詞をとりあげ，名詞句の語順の選好度を測定した結果，やはり

比喩的な意味で使われる場合とそうでない場合で名詞句の語順の選好が異なることが示された．

これらの成果は、学会発表（The 30th annual conference of Cognitive Science Society 等）な

らびに論文（認知言語学会論文集、印刷中）にて発表された。研究 2 では、コーパスや日本語

格フレーム辞書等の言語資源を利用して、動詞の語義の頻度を推定する調査を行った。その結

果、各動詞が比喩としてどの程度頻繁に用いられているかはまちまちであり、基本義と見られ

る用法よりも比喩的用法の方が頻度が高いと考えられる動詞も見受けられることが明らかにな

った。これらの調査結果と既存の資料を合わせて実験材料を作成し、理解可能性、比喩性等の

評定実験を行った。これにより、より抽象的な意味を持つ動詞の方が、より特定的な意味を持

つ動詞に比べて、比喩としての読みが生じやすいことが示唆される結果が得られた。これらの

成果については、今後発表に向けてまとめを行っていく予定である。 
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１．研究開始当初の背景 
 
比喩理解プロセスの研究は主として心理

実験を通じて明らかにされてきている。しか
し、これらの先行研究の多くは名詞比喩（A
は B（のよう）だ）を対象としているため、
様々な点で問題を生じている。まず大きな問
題点として、日常的には名詞比喩よりも動詞
や形容詞などが比喩的に使われることが多
く、これらに関しては名詞比喩よりも容易に
理解されていると思われる。次に、名詞比喩
では、その性質上字義通りの理解プロセスと
の関連を明確化しにくいことが挙げられる。
そこで、本研究では、動詞が比喩的に解釈さ
れる文（動詞比喩）をとりあげ、その理解プ
ロセスを明らかにすることとした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、動詞が比喩的に解釈される文

（以下、動詞比喩）その理解プロセスを十心
理実験により明らかにすることを目的とし
て行われた。動詞比喩についての認知心理学
的研究はこれまでのところ単発的に行われ
ているに過ぎず、それらに関する包括的なレ
ビューも存在しない。そこで、本研究では、
動詞比喩を使用した心理実験の精査と言語
学等の関連分野の研究との関連を検討した
上で、動詞比喩の理解のためにどのような情
報が利用され、またどのようなプロセスで理
解されるのかを明らかにすることとした。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) コーパスおよび日本語格フレーム辞書等

の言語資源を利用した調査 
動詞比喩の使用の実態に関して調べるため、
各種の辞書や電子化コーパス、また日本語格
フレーム辞書等の言語資源を利用した調査
を行った。具体的には、下記のことを行った。
①各動詞について日本語格フレーム辞書で
のフレーム数を調べることで動詞の曖昧性
を推定した。②幾つかの動詞を選択し、コー
パス中から文例を収集し、それぞれの文が字
義通りの用法で用いられているのか比喩的
用法で用いられているかを可能な範囲で特
定した。これらの方法は、研究成果の(1)およ
び(3)で使用されている。 
 
 
(2) 心理実験による検討 

① 動詞を多義的に解釈することが可能

な文を呈示し、動詞の語義を強制的
に選択させた。具体的には、ガ格名
詞句，ヲ格名詞句，ならびに動詞を
含み、かつ動詞を 2 通りの意味に解
釈できる文を呈示し、どちらの意味
に解釈したかを選択肢の中から選ば
せるという方法をとった。参加者は
日本語を母語とする大学生であった。
この方法は、研究成果の(1)を得るた
めに用いられている 

② 一対比較法による語順選好度の検討
を行った。具体的には、「片付ける」
「整理する」といった清掃動詞につ
いて、字義通りの解釈が妥当な名詞
句の組 2 種と比喩的な解釈が妥当な
名詞句の組 1 種を作成し、さらにそ
れぞれについて語順が異なる文を作
成した。その上で、名詞句は同じだ
が語順が異なる文を２つ 1 組にして
比較し、どちらの文がより自然に感
じられるかを選択させる実験を行っ
た。参加者は日本語を母語とする大
学生であった。この方法は、研究成
果の(2)を得るために用いられてい
る。 

③ 評定実験による比喩的な解釈のされ
やすさの検討を行った。具体的には、
(1)での調査結果をもとに、抽象度の
高い動詞と低い動詞を選択し、それ
らを含む文を作成した。これらの文
に対して、大学生を参加者とし、理
解可能性および比喩性についての評
定を行った。この方法は、研究成果
の(3)を得るために用いられている。 

 
４．研究成果 
 

(1) 動詞の語義の脱曖昧化に対して、名
詞句の語順が与える影響を明らかに
した。 

 実験では、ガ格名詞句，ヲ格名詞句，なら
びに動詞を共有し，語順が異なる文の対を 12
対用意し，ターゲット文として用いた（e.g., 
早苗が _________ にガラスの置物をあげ
た;  早苗が _________ にガラスの置物を
_________ にあげた）．各文の二格には特定
の名詞句は当てはめず空欄のままとした．各
文は，２通りの意味に解釈できる多義的な文
になるように構成した．語義の一方は字義通
りの意味、比喩的な意味であった。参加者の
課題は，呈示されたターゲット文の意味を解
釈し，2つの選択肢から，より自分の解釈に
近いものを選ぶことであった． 



 実験の結果、名詞句の語順によって字義通
りの意味としての解釈のされやすさは異な
ることが分かった。また、この傾向は、動詞
そのものの意味の抽象性が高い場合（つまり、
様々な語義を持つ動詞の場合）により強まる
ことが示された。これらの結果は、動詞比喩
の解釈の際に、語順といった情報が用いられ
ていることを示唆する。 
 

(2) 動詞の語義解釈と名詞句の語順選好
の関係について一対比較法を用いた
実験を行い検討した。 

 実験では、動詞として「片付ける」と「整
理する」を取り上げた。これらの動詞は、字
義通り用法のときに目的語として「清掃され
る空間」（e.g., 本棚を三人で綺麗に片付け
る）と「清掃により除去されるモノ」（e.g.,
食器を三人で綺麗に片付ける） の両方を取
ることができ、また比喩的な用法（雑用を三
人で綺麗に片付ける）を持つものである。比
喩用法での目的語は、字義通り用法の 2つの
目的語の一方に対応する役割を果たしてい
ると考えられる。実験では、各動詞について、
字義通りの解釈が妥当な名詞句の組 2種と比
喩的な解釈が妥当な名詞句の組 1種を作成し、
さらにそれぞれについて語順が異なる文を
作成した。そして、語順に関して一対比較法
を用いて選好度を計測した。 
 実験の結果、「片付ける」では、比喩的用
法での語順選好度は、字義通り用法の中でも
同種の目的語を取る文での選好度に類似し
ていることが示された。この結果は、動詞比
喩文が字義通り文の性質を保存しているこ
とを示唆する。しかし、このような結果は「整
理する」では、顕著には見られなかったため、
今後、さらなる検討が必要である。 
 

(3) 動詞の意味の抽象度と比喩的解釈の
されやすさについて評定実験を用い
て検討した。 

本年度はコーパスや日本語格フレーム辞
書等の言語資源を利用して、動詞の語義の頻
度を推定する調査を行った。細かな語義につ
いて頻度を推定することは困難であったた
め、実験材料としての使用を優先し、頻度が
特に高いと考えられる語義と低いと考えら
れる語義に関してのみ頻度の調査を行った。
その結果、各動詞が慣用的な比喩としてどの
程度頻繁に用いられているかはまちまちで
あり、基本義と見られる用法よりも慣用比喩
的用法の方が頻度が高いと考えられる動詞
も見受けられることが明らかになった。 
さらに、これらの調査結果と既存の資料を

合わせて実験材料を作成し、理解可能性、比
喩性等の評定実験を行った。これにより、よ
り抽象的な意味を持つ動詞の方が、より特定
的な意味を持つ動詞に比べて、比喩としての

読みが生じやすいことが示唆される結果が
得られている。今後、さらなる検討を行い、
結果をまとめた上で発表を行う予定である。 
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